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　人口の動き

一2月1日現在一

男5．212（一7）

女5．299（＋10）

計10．511（＋3）

世帯数2366（＋1）

（）内は前月との比較
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羅

2日、町内の保育園で行われた豆まきから（上野保育園で）

　
　
医

の
急
月
救
2
日休

　降
－
o
日

以。日

11
日

ブ（　
　
1
7
日

　
　
払
日

庭
野
医
院
T
E
L
②
⊥
一
三
六
九

大
島
医
院
T
E
L
②
⊥
モ
＝

至
誠
堂
医
院
T
E
L
②
⊥
充
五
七

十
日
町
病
院
T
E
L
②
－
≡
六
一

鬼は外、福は内

き

び
し
い
予
算

編
成
を
迎
え
て

　
国
の
予
算
案
が
十
七
兆
九
百
九
十
四

億
円
で
、
前
年
度
よ
り
二
兆
八
百
五
十

四
億
円
増
加
し
て
、
伸
ぴ
率
十
九
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
に
決
定
し
、
現
在
国
会
で

審
議
中
で
あ
り
ま
す
。

　
従
つ
て
、
町
も
今
予
算
編
成
作
業
に

入
っ
て
い
ま
す
が
、
四
十
九
年
度
予
算

は
、
例
年
と
全
く
異
っ
た
異
状
事
態
と

も
い
え
る
経
済
変
動
期
に
あ
り
ま
す
の

で
、
歳
入
の
展
望
も
見
通
し
が
た
て
に

く
く
、
予
算
編
成
に
困
難
が
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
の
予
算
案
を
見
て
も
、
公
共
事
業

総
需
要
の
抑
制
を
前
面
に
大
き
く
打
ち

出
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
町
予
算
も

必
然
的
に
消
費
的
経
費
、
義
務
的
経
費

の
し
め
る
割
合
い
が
大
き
く
な
っ
て
く

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
事
業
を
実
施
す
る
に
は
、
一
般
財
源

に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
債

（
借
金
）
に
頼
る
面
が
大
き
い
わ
け
で

す
が
、
国
の
計
画
で
は
、
地
方
債
の
認

可
割
合
い
が
減
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
だ
け
事
業
面
に
圧
迫
が
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
人
件
費
な
ど
義
務
的

経
費
が
増
加
し
、
財
政
が
ま
す
ま
す
硬

直
化
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
財
源
の
重

点
的
配
分
に
つ
と
め
る
こ
と
は
当
然
で

す
が
、
反
面
、
経
済
危
機
に
直
面
し
て

い
る
今
日
、
住
民
の
要
求
も
ま
た
多
種

多
様
に
わ
た
り
、
複
雑
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
の
で
、
投
資
的
経
費
の
充
実
を
図

る
に
は
、
や
は
り
消
費
的
経
費
を
最
少

限
に
き
り
つ
め
る
と
と
も
に
、
自
粛
予

算
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
変
動
に
対
処
す
る
た
め

で
き
得
る
限
り
ゆ
と
り
の
あ
る
、
弾
力

性
に
富
ん
だ
、
暫
定
的
性
格
を
持
っ
た

予
算
措
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
地
方
財
政
運
営
の
指
針
と
な
る
、
国

の
地
方
財
政
計
画
は
未
決
定
の
段
階
で

す
が
、
イ
ン
フ
レ
後
追
い
的
な
傾
向
と

な
り
、
財
政
運
営
は
一
段
と
困
難
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
一
般

会
計
各
課
の
予
算
要
求
総
額
は
、
十
二

億
七
千
四
百
万
円
余
り
と
な
り
、
前
年

度
予
算
七
億
九
千
万
円
を
大
き
く
う
わ

ま
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
第
二
次
総
合
開

発
計
画
一
年
目
の
事
業
を
お
り
込
ん
で

激
動
期
に
対
応
し
、
健
全
に
し
て
効
率

的
な
町
予
算
編
成
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
〈
企
画
室
長
》
▼
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町
議
会
報
告

般
会
計
六
度
目
の
補
正

　
　
　
　
　
　
二
千
百
万
余
を
追
加

　
資
源
不
足
、
高
物
価
と
い
う
例
年
に
な
い
異
状
事
態
の
中
で
あ

け
た
昭
和
四
十
九
年
、
降
雪
も
一
段
と
勢
い
を
ま
し
た
去
る
一
月

二
十
五
日
、
第
一
回
町
議
会
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
根
津
町
長
、
小
林
議
長
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

午
前
十
時
開
議
、
会
期
一
日
で
条
例
改
正
三
件
、
一
般
会
計
補
正

予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
、
さ
ら
に
継
続
審
査
中
の
請

願
三
件
を
委
員
会
報
告
ど
お
り
採
択
し
て
、
午
後
O
時
過
ぎ
閉
会

し
ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
条
例
は
、
特
別
職
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
議
会

議
員
の
報
酬
及
ぴ
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
、
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
ぴ
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
町
の
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

を
も
と
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
除
雪
対
策
、

　
　
　
　
今
後
も
優
先

　
一
般
会
計
は
第
六
回
目
の
補
正
と
な

り
、
二
千
百
三
十
六
万
七
千
円
の
追
加

で
、
総
予
算
額
は
十
億
六
千
五
百
六
万

三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
土
地
開
発
基
金
会
計
へ
の

繰
り
出
し
金
一
千
万
九
千
円
、
現
在
建

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
1
月
分
】

▲
入
手
品

山
ぞ
り

▲
寄
贈
者
　
ー
敬
称
略

内
山
恵
雄
（
新
町
新
田
）

設
中
の
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入

な
ど
に
対
し
、
千
手
地
区
か
ら
の
寄
附

金
二
百
五
万
九
千
円
、
消
防
分
遣
所
近

く
に
建
設
中
の
セ
ン
タ
ー
分
室
工
事
費

四
百
八
十
七
万
円
、
豪
雪
に
対
す
る
除

．
舜

雄轟ゼ

雪
対
策
費
三
百
七
十
七
万
円
な
ど
が
主

な
も
の
と
し
て
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
審
議
に
あ
た
り
、
＊
除
雪
費
の
今
後

の
見
通
し
、
＊
四
十
八
年
度
会
計
の
収

支
の
予
想
、
＊
四
月
か
ら
設
置
が
決
定

し
た
高
等
学
校
の
分
校
に
対
す
る
予
算

措
置
、
独
立
校
へ
の
可
能
性
な
ど
の
質

疑
が
出
さ
れ
、
＊
除
雪
費
は
今
後
の
状

況
を
見
て
必
要
な
と
き
に
は
優
先
的
に

計
上
し
た
い
こ
と
、
＊
四
十
八
年
度
会

計
の
収
支
の
予
想
は
、
今
の
と
こ
ろ
健

全
財
政
を
堅
持
で
き
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と
、
＊
高
校
の
分
校
に
つ
い
て
は
、

四
十
九
年
度
以
降
徐
々
に
学
級
増
を
目

ざ
し
、
の
ち
に
独
立
校
と
す
る
よ
う
運

動
を
展
開
し
た
い
こ
と
、
な
ど
の
町
長

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
請
願
三
件
は
、
十
二
月
定
例
会
で
総

務
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
、

小
脇
分
校
の
深
井
戸
掘
削
に
関
す
る
請

議場に中村前衆院議長の額　町民の皆さんにご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や紹介が遅れましたが、新春の初議会を見おろす　公正無

私．の掛け額は、前衆院議長中村梅吉氏の書。亘県知事
　　　　　　へが筆をとった　而和不動．とともに町議会の心を表わす

ものでしよう。

願
、
建
設
社
会
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

室
島
深
瀬
橋
か
け
替
え
に
関
す
る
請
願

町
道
山
手
線
の
舗
装
に
関
す
る
請
願
で

各
委
員
長
報
告
の
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
採

択
に
決
定
し
ま
し
た
。

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
：
：
：
：
：
：
②

【
千
手
地
区
】

○
木
島
公
舎
・
森
山
順
子
（
三
月
三
十

一
日
ま
で
）
、
関
美
和
子
（
四
月
一
日

か
ら
）
　
○
栄
町
・
押
木
京
子

【
上
野
地
区
】

O
上
野
・
今
井
誉
夫
　
O
元
町
・
押
木

寛
平
　
○
下
平
新
田
・
西
山
五
郎

〇
三
領
・
高
橋
壱
雄
　
○
下
平
教
員
住

宅
・
小
林
良
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

国
民
年
金
の
歌

　
　
〈
歌
詞
〉
の
募
集

国
民
年
金
制
度
が
実
施
さ
れ
て
、

こ

と
し
で
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間

着
実
に
国
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
い
だ
に

福
祉
時
代
の
中
核
的
法
律
と
し
て
定
着

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
去
年
は
改

正
法
も
成
立
し
、
本
年
一
月
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会
で
は

国
民
年
金
の
よ
り
一
層
の
理
解
と
推
進

の
た
め
、
左
記
要
領
に
よ
り
、
ひ
ろ
く

一
般
国
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
〈
国
民
年

金
の
歌
の
歌
詞
〉
を
募
集
い
た
し
ま
す

㊥
募
集
要
領

　
ω
　
国
民
年
金
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌

　
　
詞
。
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
調
で
、
明
る

”
川
西
幼
稚
園
睡

　
　
園
児
の
募
集

　
四
月
入
園
の
川
西
幼
稚
園
児
を
、

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

一
、
募
集
対
象

　
ω
五
歳
児
（
昭
和
四
十
三
年
四

　
　
月
二
日
か
ら
、
翌
四
十
四
年
四

　
　
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

　
　
も
の
）
で
あ
る
こ
と
。

　
ω
川
西
町
全
域
か
ら
と
し
、
年

　
　
間
通
園
可
能
の
児
童
で
あ
る
こ

　
　
と
。
　
（
例
年
の
応
募
結
果
は
、

　
　
千
手
小
学
校
の
通
学
区
域
内
に

　
　
住
所
を
有
す
る
も
の
だ
け
と
な

　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
く
た
の
し
く
、
ひ
と
ぴ
と
の
愛
唱

　
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

ω
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
。

　
歌
詞
の
長
さ
は
五
行
か
ら
六
行
を

　
一
節
（
番
）
と
し
三
節
（
番
）
な

　
い
し
四
節
（
番
）
が
適
当
。

③
年
令
、
職
業
を
問
わ
ず
、
ひ
ろ

　
く
一
般
の
応
募
を
歓
迎
。
盗
作
ま

　
た
は
そ
れ
ら
紛
ら
わ
し
い
も
の
は

　
ご
遠
慮
の
こ
と
。

〔
㈲
送
り
先
は
一
丁
一
〇
二
東
京
都
千

　
代
田
区
平
河
町
二
の
七
の
五

　
　
砂
防
会
館

　
社
団
法
人
　
日
本
国
民
年
金
協
会

　
国
民
年
金
の
歌
募
集
係

⑤
締
切
り

　
昭
和
四
十
九
年
三
月
末
日
ま
で
。

⑥
そ
の
他

　
入
選
作
三
位
ま
で
は
賞
金
な
ら
ぴ

　
に
副
賞
、
佳
作
五
篇
に
つ
い
て
は

　
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

二
、
手
続
き

ハ
田
決
め
ら
れ
た
入
園
願
書
に
必

　
　
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
内
教

　
　
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

㈲
願
書
の
提
出
期
限
は
二
月
末

　
　
日
で
す
。

③
願
書
の
用
紙
は
、
役
場
の
窓

　
　
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

　
　
お
で
か
け
に
な
っ
て
請
求
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

三
、
そ
の
他

　
　
四
月
よ
り
十
日
町
高
校
川
西
分

　
校
（
全
日
制
）
の
発
足
に
よ
り
、

　
現
在
の
幼
稚
園
舎
は
使
用
で
き
ま

　
せ
ん
の
で
、
当
分
の
間
、
川
西
幼

　
稚
園
は
千
手
小
学
校
に
併
設
さ
れ

　
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
応
募
規
定
ご
希
望
の
方
は
、
町

の
社
会
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

医
療
費
が
ア
ッ
プ

じ
ょ
う
ず
な
利
用
を

　
さ
る
一
日
か
ら
、
医
療
費
が
大
幅
に

改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
訂
率
は
、
一
九
’
％
（
実
質
一
七
・

五
’
％
）
の
ア
ッ
プ
と
な
り
、
保
険
財
政

に
大
き
な
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
時
間
外
や
休
日
・
祭
日
の
急

患
は
大
出
費
に
な
り
ま
す
。

　
う
ま
く
利
用
し
な
い
と
、
自
己
負
担

と
と
も
に
毎
月
の
保
険
料
に
も
波
及
し

て
き
ま
す
。

　
考
え
た
利
用
方
法
に
よ
っ
て
、
医
療

費
の
節
約
に
努
め
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
保
険
課
1
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財政収支の状況（一般会計）

区　　　　　　　分 38年 39年 40年 41年 42年 43年 44年 45年 46年 47年

歳　入　　決　　算　　額　A
　千円
184，672
　千円
197β04

　千円
227，039
　千円
232，989
　千円
259，753

　千円
316，930
　千円
399，083
　千円
5（石，252

　千円
564，189
　千円
721，380

歳　出　決　　算　　額　B 178，979 193，396 223，549 227，753 253，282 303，800 384，618 493，394 543，617 685，429

歳入歳　出差引　額　C 5，693 3，908 3，4卯 5，236 6，471 13，130 14，465 12，858 20．57 35，951

翌年度に繰越すべき財源　D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実　　質　　収　　　支　E 5，693 3，908 3，490 5，236 6，471 13，130 14，465 12，858 20．57
35，951

前年度実質収支　F 3，870 5，693 3，908 3，490 5，236
6．4171 13，130 14，465 12，858 20，572

単　年　　度　　収　　支　G 1，823 △1，785 △418 1，746 1，235 6，659 1，335 △1，607
7．7141 15，379

積　　　　立　　　　金　H 13 0 0 0 0 0 10，000 0 2，064 10，435

繰　上　　償　　還　　金　1 0 0 0 0 0 0 0 0 3，477 0

積立金取りくずし額　J 0 △　244 0 0 0 0 0 △10，000 0 0

実質単年度収　支　K 1，836 △2，029 △418 1，746 1，235 6，659 11，335 △11，607
13，255 25，814

標　準　税　収　入　額　L 60，987 63，224 67，280 68，014 72，107 80，516 92，594 108，851 124，430 132，243

地　方　　交　付　　税　M 34，970 45，473 53，973 63，707 84，915 103，376 137，016 161，913 237，177 294，179

標　準　財　政　規　模　N 95，957 108，697 121，253 131，721 157，022 183，892 229，610 270，764 344，960 408，384

実質収支比率E／N％ 6．0 3．6 2．9 3．9 7．0 7．1 6．3 4．7 6．0 8．8

財　　政　　力　　指　　数 0．55 0．51 0．52 0．48 0．44 0．40 0．37 0．33 0．32 0．27

財源内訳

　住民1人当りの歳入歳出

住民一一人当り　68，507円 （48．3。31現在i住民登録人口による）
i」L』ぺ　　　／￥ニコ　ノ　　　　　，

一般財源　45692円　　　　　　66，9％ 特定財源　22，815円　　　　33，1％

経常一般財源41，286円 臨時‘般財源　　4，406円 経常特定財源4β69円 臨時特定財源　　　　1τ946円
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住民一人当り　64，9（B円経費内訳
投資的経費　　既112円　3＆7％ 消　費　的　経　費　　　　　　39791円　　　61．7％

剰
余
金
a
414
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昭和47年度町税の徴収実績

収入歩合収入済額調定済額 前年同期

一　　99．9
100．0

100．0

　　95．3

100．0

　99．8

　　99．8

計

100．0

100．O

lOO．0

96．1

100．0

99．9

99．9

計　　　1現年度分1鐘輔勢

ヰ、淵鷺に・
2汁81舞雛、、，

16．8

16。8

408 100．0

670 100．0

100 100．0

99．3

99．9

99．9

100．0

100．0

99．5

100．0

100．0

96。2

99．8

99．8

99．4

100．0

100．0

100．0

100．0

99．7

100．0

100．0

100．0

99．9

99．8

現年度分滞納繰越分
　　　　干円　　　　　　　干F
　　36，146　　　　0

　　1，022

　　24，569

　　　147　　　　0

　　10，408

　87，650　　　　20

　86，080　　　　20

　　19，044　　　　　20

　24，155
…彊芒』ll

滞納繰越分1　　計

20　　　　86，100　　100，0　　　16。8

20　　　　　19，064　　　99．9　　　16．8

　　　　　　24，155　　100．0

　　　　　　42，881　　100．0
　　†…”

　　　　　　　1，570　　100．0
　　　卜

斗　　一　一　一

δ牛縛
十24569

ポ　　　　　　『　一　　　　　　　　153

z

6

1嘉薪

十藩鑑器傷31’6
窒r・ド鍔鎧
lll認ll十11甥器1擁1

0．0

0．0

0．0 18．

n

11，588

6，148

　1，570

3，546

11，588

6．148

　　　　　　　10・408車．

ll裂 lll墨II

119　　　　19，184

　　　　　　　24，164

　　　　　　　42，881

　　　　　　　　1，570

三仁ニニ．

現年度分
　　　　　　　干円
　　36，146

　　　1，022

　　24，569

　　　　　147

＼　　区　分

種目別

86．110

1，570毛

19，065

24，164

42，881

一焉万に

r忙
嘉三
互1蕗「一一iす”r…一一5『ぎ鵜一

145，322145　二45・467，

45，236　　　　76　　　　　45，．312

ズ市町村民税
　（1）個人均等割

　（2）個人所得割

　（3）法人均等割

　（4）法人税割

モ固定資産税
　（1）純固定資産税

　（イ）土　　 地

　（ロ）家　　 屋

　＠償却資産
　（2）交付金・納付金

　“）交　付　金

　（O納　付　金

異軽自動車税
堅市町村た基こ消費璽．

甚箪気ガス税．

へ木材引取税
　　計
国民健康保険料

町税及び地方交付税の伸長率

指　　数

　　100％
　　109

　　112

　　121

　　129

　　157

　　180

　　220

　　259

　　315

　　417

（為）　十　⑧

　118，478千円

　129，517
　13，3，804

　14，3．916

，。。錫、地辱鼎人口参．攣9先指，。諮
ヨ・巨79雪　100％
3．299　　1　　　127

147

1　　　35，991干円
r．一璽，・5・

1　52，982
171
償53，534
車鵜多

屠霧
†餉≧95，423

198

260
315
415
489
658
972

o，∠yy辻　　　　　　　4，105

5 5．0418

7 5，861

3 L7，781
9綜9495≠ 12，500

5 15，950

22，050

33，251

101

97

1器鷺潴針
　　　　　　　　　　’　斗

lli±、霧難

人口1人当り

　　　　5，910円

　　　　5，980

　　　　6，261

　　　　6，752

　　　　6，871

　　　　7，775

　　　　8，604

　　　　9，357

　　　11，835

　　　12，710

　　　13，798

年度　　町　税　（A）

37　　　　　　82，487千円

38　　　　　　83，466

39　　　　80822
　　　構’82，．3

82．‘

92．8
1ρnρ

隊一藩
　44　　　　　111，941

　45　　　　　130，764

　46　　　　 136，710

　47　　　　145，292

人口3オ31　10．530人
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国民健康保険事業会計決算の状況

歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　出
収　　　　　　　　　　　　　支

科　　　　目 決算額 科　　　　目 決算額

1．保　　険　　料 45，241，41ゲ1．総　　務　　費
8，110，05’ 歳入歳出差引額　A－B　　　　　C 　　　円7，048，689

2．国庫支出金 80，849，914 （1）総務管理費 7，694，529 繰越又は支払繰延等　　　　　　　D 0

（1）事務費負担金 4，108，728 ②保険料徴収費 84，870
療養給付費負担金

及び事務費
精　　算　　額

精算交付額　　E 365，914

②甕養蕾付墓 60，498，186 （3）運営協議会費 286，608 精算還付額　　F 0

（3）助産費補助金 149，000 ④趣旨普及費 44，045 差　引　　額　　G 365，914

（4）保健婦補助金 836，000 2．保険給付費 115，544，532
実質収支額

C十E－F　H 7，414，603

（5）財政調整交付金 15，258，000 （1）療養　諸　費 114，361，532 A　　－　　B　　I 7，048，689

⑥その他の補助金 0 （2）その他の給付費 1，183，000 財源補てん的な他会計よりの繰入金　」 5，000，000

3．県　支　出　金 39，000 3．保険施設費 5，044，600 財源補てん的な繰出金　　　　　　　K 0

噸会叛よ璽 5，000，000 4．公　　債　　費 30，000

再差引収支額
H－J十K　　L 2，414，603

5．繰　　越　　金 3，737，812 5．諸　支　出　金 0 1－J十D　M 2，414，603

6．その他の収入 1，244，737 6．積　　立　　金 335，000 人　　　　件　　　　費 10，375，623

歳入合計　A 136，112，873歳出合　計　B 129，064，184 世　帯　数 1，756 被保険者数 6，732

昭和47年度歳入歳出決算状況
（単位万円）

　　　　　　区　　分

会計別
予　算　　額 収入済額 支出済額 差　　引　　額

一　　般　　　会　　　計 44 44 27 17

特
　
別
　
会
　
計

総合福祉センター 6，658 6，662 6，344 318

と　畜　場　事　業 3，887 3，836 3，299 537

計 10，545 10，498 9，643 855

合　　　　　　　　　計 10，589 10，542 9，670 872

昭和48年度　会計別予算執行状況 昭和娼年12月31日現在

　　　　　（単位万円）

会　　計　　名 予　　算　　額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　　般　　会　　計 31，526 19，260 61％ 20，673 66％
と　畜　場　事　業
特　　別　　会　　計 811 772 95 573 71
総合福祉センター
特　　別　　会　　計 4，023 3，835 95 3，660 91

計 36，360 23，867 66 24，906 68

昭和48年度市町村別負担金状況
　　　　　　　　　　（単位万円）

市町村名 金　　額 比率

十　日　町市 13，257 50．0％

川　　西　　町 4，972 19．0

津　　南　　町 6，081 23．0

中　　里　　村 2，108 8．0

合　　　　計 26，418 100．0

　　　　　　　（不足分は一時借入）

昭和47年度市町村別負担金状況
　　　　　　　　　　（単位万円）

市町村名 金　　額 比　率

十　日　町市 771 25．0％

川　　西　　町 158 5．0

津　　南　　町 2，033 66．0

中　　里　　村 118 4．0

合　　　　計 3，080 100．0

跡熱
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所
得
税
・
事
業
税
な
ど

　
　
　
　
申
告
の
時
期
で
す

　
昭
和
四
十
八
年
分
の
所
得
税
の
申
告

納
税
と
、
事
業
税
・
住
民
税
の
申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
所
得
を
計
算
す
る
際
は
、
あ
ら
か
じ

め
配
布
す
る
「
申
告
の
手
引
き
」
　
「
申

告
書
の
書
き
方
」
な
ど
を
参
考
に
し
、

ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

　
税
務
署
や
役
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税
務
課
で
は
こ
の
期

間
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、
所
得
や
税
額
の
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方
法
や
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告
の
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か
た
な
ど
に
つ
い
て
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で
も
相
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ま
す
が
、
期
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近
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な
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た
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へ
ん
混
雑
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の
で
、
な
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べ
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早
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。

　
所
得
税
の
確
定
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れ
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事
業
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や
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住
民
税
の
申
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。

　
所
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事
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。
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か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎
春
日
道
夫
田
中

◎
新
婦
　
小
海
　
京
子
　
十
日
町
か
ら

・
生
保
等
の
諸
控
除
の
欄
は
、
あ
ら
か

じ
め
記
入
し
、
待
時
間
の
短
縮
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
正
し
い
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

よ
砂
公
平
な
負
担
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
相
談
日
程

X
期
間

　
　
三
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日

　
　
間
（
午
前
九
時
～
午
後
五
時
）

X
会
場

　
　
川
西
町
役
場
四
階
議
場

続
く
資
源
不
足

電
気
を
大
切
に

　
今
日
、
資
源
問
題
は
国
民
全
体
の
問

題
と
し
て
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も

「
資
源
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
合
理
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
社

会
的
に
つ
よ
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
電

気
が
ム
ダ
に
使
わ
れ
て
い
な
い
で
し
よ

う
か
？
。

　
こ
こ
に
電
力
消
費
を
少
な
く
す
る
い

く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

お
た
く
で
も
是
非
節
電
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。照
明

▲
　
不
在
の
部
屋
や
昼
間
の
窓
き
わ
照

　
明
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
消
す
よ
う

　
に
し
ま
し
よ
う
。

▲
　
電
灯
は
手
ま
め
に
点
滅
し
て
ム
ダ

　
を
は
ぶ
き
ま
し
よ
う
。

▲
　
消
し
忘
れ
が
ち
な
門
灯
、
外
灯
に

　
は
、
自
動
点
滅
器
の
利
用
は
い
か
が

　
で
し
よ
う
か
。

　
電
気
コ
タ
ツ

▲
　
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
は
す
ぐ
暖
ま

　
り
ま
す
の
で
、
ス
イ
ッ
チ
は
ま
め
に

　
切
り
ま
し
よ
う
。

▲
　
あ
つ
過
き
な
い
よ
う
に
、
ダ
イ
ヤ

　
ル
は
適
温
に
調
整
し
ま
し
よ
う
。

▲
　
コ
タ
ツ
の
下
に
マ
ッ
ト
を
敷
く
と

　
保
温
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
位
よ
く
な

　
り
ま
す
。

　
電
気
毛
布

▲
　
ダ
イ
ヤ
ル
を
適
温
に
調
整
し
ま
し

　
よ
う
。
寝
る
チ
ョ
ッ
ト
前
に
ス
イ
ッ

　
チ
を
入
れ
ま
し
よ
う
。

▲
　
他
の
暖
房
器
と
の
併
用
は
さ
け
ま

　
し
よ
う
。

納
税
メ
モ

市
町
村
税
　
　
申
告
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
は
、

の
申
告

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
＋
五

日
ま
で
に
。
　
（
確
定
申
告
を
さ
れ

た
か
た
は
不
要
。
）
申
告
用
紙
は

近
日
中
に
配
布
し
ま
す
。
不
明
の

点
は
遠
慮
な
く
ど
う
ぞ
。

課
税
台
帳
　
　
昭
和
四
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
九
年
度
分

　
の
縦
覧
　
　
　
の
固
定
資

産
税
算
定
の
も
と
に
な
る
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
三
月
一

日
か
ら
同
二
十
日
ま
で
。
休
日
以

外
の
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時

ま
で
（
土
曜
は
正
午
ま
で
）
行
い

ま
す
。
税
務
課
の
窓
口
で
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
刀
白
倉
　
　
　
　
　
章

○
春
浅
し
濁
り
初
め
た
る
信
濃
川

○
ち
ぢ
み
織
る
灯
り
も
見
え
ず
雪
深
し

　
朝
寒
の
町
を
納
豆
を
売
り
通
る

　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

O
厳
寒
の
明
け
行
く
朝
の
静
か
さ
よ

　
除
雪
夫
と
ス
キ
ー
客
来
て
駅
混
め
る

　
雪
上
車
吹
雪
の
中
へ
消
え
行
け
る

　
　
　
　
松
風
園
　
南
　
雲
　
文
　
峯

　
雪
お
と
し
枝
移
り
た
る
寒
雀

　
雪
山
の
ス
キ
ー
の
跡
や
冬
木
立

　
　
漁
　
　
卿
　
　
漁

　
あ
ま
り
気
分
を
出
そ
う
と
し
て
言
い

過
ぎ
を
し
な
い
こ
と
。
自
分
だ
け
分
っ

て
言
葉
足
ら
ず
で
第
三
者
に
充
分
分
ら

な
い
こ
と
も
い
け
な
い
。
推
こ
う
大
切

、φゆ

小
わ
じ
俳
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
片
桐
玉

r
も




